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自主防災会補助金制度見直しに向けたアンケート調査結果
調査依頼数︓190組織（会長と町内会・区長非兼務） ※自主防災会全体数︓389組織
回答数︓147組織（回答率︓77.37％） ※自主防災会全体数でみた場合の回答率︓37.79％

【運営補助金に関する設問】
【設問1】自主防災活動の原資

町内会費と
運営補助金
92％

全額
運営補助金

5％

全額
町内会費

3％

【設問2】運営補助金の補助額
その他

3％
多い
1％

適切
57％

不足
39％

【設問3】設問2で不足と回答した理由
（複数回答）

もっと購入
したい資器
材がある

60％

資器材の
修理を
したい
30％

訓練を充実
させたい

7％

その他※
14％

※その他の具体的な内容
・物価高騰により補助額に対する自己負担が増加して

いるため
・町内会の加入率低下で補助金以外の収入が減ってい

るため
・補助金のみで自主防災会を運営したい

【設問4】自主防災会の活動費の使途
（複数回答）

備蓄
資器材
の購入
69％

防災
訓練
68％

事務
用品

の購入
46％

器材
の修繕
40％

燃料
の購入
37％

その他※
1％

※その他の具体的な内容
・避難所運営委員会への負担金の支払い
・防災倉庫の維持管理

【設問5】自由意見
・使わなかった場合でも返金は不要にして欲しい（繰越を認めて欲しい）
・実績報告を無しにしてもらいたい
・運営補助金と器材購入費補助金で使用できる対象が異なるのが分かりにくい
・1〜3月の支出分が認められないことが残念
・世帯割が150円では少ない（補助額を引き上げてもらいたい）
・補助制度が2種類あるとわかりにくい
・申請を電子で行えるようにできないか
・土日祝日も含め受付すべき。平日は休みが取れず申請に行けない
・役員への報酬に使えるようにしてもらいたい
・訓練に対する補助や防災倉庫の火災保険、盗難保険に使途を限定してもよいのではないか



【資器材購入費補助金に関する設問】

【設問6】令和6年度に資器材購入費補助
金を活用したか

活用した
53％

活用
しなかった
47％

【設問7】設問6で活用したと回答した
場合、補助率や補助額は適切か

適切
67％

不足
33％

【設問8】設問6で活用しなかったと回答
した理由は（複数回答）

0.0%
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【設問9】設問7で不足と回答した理由
は（複数回答）

上限額が低いから
⇒ 70％

補助率が低いから
⇒ 59％

資器材
の修理に
使えない

24％

自己
負担

がある
22％

最低
購入額
がある
19％

自己資
金で賄
える
19％

上限額
が低い

4％

その他※
35％

※その他の具体的な内容
・購入した器材が補助対象ではなかった
・手続きが煩雑なため
・申請忘れ
・隔年で購入していて、今年度は購入する年では

なかった

【設問10】自由意見
・補助対象を一覧表に記載されているもののみに限定

するのではなく、柔軟に判断してもらいたい
・物価が高騰している。補助額や補助率を引き上げて

もらいたい
・自分たちの規模の自主防災会はどんな機材をどれだ

け整備すればよいのか基準を示してもらいたい
・修繕、修理費用を補助対象としてもらいたい
・手続きが煩雑。もっと簡略化してもらいたい（ネッ

ト経由での購入が増えているため、それに対応して
欲しい）

・防災機材の使用方法などの取り扱いをレクチャーで
きる職員を配置し、相談できる体制を整えて欲しい

・申請期限を現行の11月末までより延長して欲しい
・防災倉庫を設置できる場所を紹介してもらいたい


